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◆開所日・時間◆ 

（月）～（金）  ８：３０ ～ １９：００    (土） ８：３０ ～ １７：１５ 

＊（日）・祝日はお休みです 

～第２問です。（１問目は先月号）～ 

   市民活動センターたちかわ
は、ボランティアやＮＰＯ・地

域活動などあらゆる市民活

動をサポートするセンターで

す。 

            ●情報をお寄せください！★みなさまからのご意見・掲載情報をお待ちしています。詳しくは電話またはメールにてご連絡ください● 
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注目は・・・ 

７ページ 「市民活動センター助成事業公募」 
 

２ページ「表紙の問題の正解がここにあります。～中身は内緒！～」 

３ページ「ふれあいミュージックフェスティバル２００３」「老人会がボランティア活動」 

４ページ「情報コーナー（イベント・講習・講座・ボランティア）」 

５ページ「ひと・モノ・募集」～ 

６ページ「助成金情報」「センターよりおしらせ①」ＮＰＯ入門講座 

７ページ「センターよりおしらせ②」 

     市民活動センター助成事業・基本計画策定・ＮＰＯ相談 

８ページ「センターよりおしらせ③」市民活動センターホームページ参加団体募集 

この二人の関係は？ 
 

①新人漫才コンビ。「あす翔く」 

 

②夏の体験ボランティア参加者 

 

③実は酔っぱらい 

 

④同じ大学で同じアルバイト仲間 

 

→正解は次ページを読んでください。 

今月はまだ１０代の花の女子大学生です 

今月のもくじと読みどころ 



「笑いが絶えない活動先にて」 
 高松町にある健康会館では言語障害をお持ちの方が集まって、毎
週月曜日の午前、健康推進課が行っている言語訓練をしています。    

 訓練とはいえレクリエーションを中心においた楽しいプログラム。会場

には笑いが絶えませ

ん。 

 この日は夏の体験ボ

ランティアから三人の

大学生が来ていて、い

つもより賑わいを見せ

ていました。 

 その中で今回取材を

させていただいたのが

上記の二人。二人と

も大学で社会福祉を

専攻しています。別々

の大学だが、たまたま夏の体験ボランティアに参加してみたら、昔から

のなじみの顔に出会い、今回は一緒に活動をすることになったといいま

す。 

 
「気が多すぎてこりゃどうなのって・・・・」 
 これまで夏の体験ボランティアに中学生の頃から参加してきた二人
はとても活動的。「何かしてみたいことは？」とたずねると。合気道、柔

道、長期での施設ボランティア、バスケットのクラブチームでのバスケ。

車いすのミニバスケの指導員、英会話、手話、読書、「カメラも習いた

い。」「世界をみたい。」と

夢も沢山でてきました。

でもなかなか「学校が忙

しくて時間がとれない」よ

うです。合間をぬってのア

ルバイトは世界旅行を目

指して、加藤さんは室内

遊園地、田中さんはケー

キ屋さんで汗を流してい

るという。気が多すぎて、

「いつも夢で終わりがちだ」という加藤さんは『夢実現ノート』と出会い、

夢を書きつづって今では６０個もの夢が。でもその実現のために着々と

準備をしているそうです。 

           ●情報をお寄せください！★みなさまからのご意見・掲載情報をお待ちしています。詳しくは電話またはメールにてご連絡ください● 
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「将来を思い描いて、愕然。」 
 夏の体験ボランティアの前にも「小学２年生の頃から母の職場で
ある特別養護老人ホームにはちょくちょく遊びに出かけていた」とい

います。そんなことから二人とも「この分野に興味を持ち始めた」と

あって、この日の活動も実に堂々としたもの。しかしこれまで体験し

てきたボランティアで、印象に残っているのは「入居利用されている

人と、デイサービスを通

所利用されている高

齢者の表情のあまりの

違いに愕然とした」こと

だそうです。「もっと入

居の方も楽しめるよう

なプログラムを用意す

ればよいのに」など、志

望する仕事への貴重

な体験となっている様

子。 
 
「オプションも充実！」 
 「これまで活動してきた施設は、すべての職員の方に良くしていた
だいて、そのおかげでここまで続けることが出来た。」とこれまでの活

動を振り返ります。    

 特に今年はある「児童館の職員が反省会兼打ち上げを用意し

てくれて、介護保険の担当だった頃の苦労話や、人生経験を踏ま

えて、自分たちの将来のことなどをいろいろと相談に乗ってもらった

りして、とても充実して終えることができました。」と活動以外のオプ

ションも充実していた模様。 

 ボランティア活動に入るに際して二人が気をつけていることは「とに

かく受け身にならないこと。スタッフに指示を仰ぎながら積極的に動

くようにしている。」「友達同士で活動するときは二人で固まらない

ようにする」のだそうです。それは「友達と一緒に活動をすると、頼っ

てしまうことがある。せっかくの活動でそれでは面白くない。」と活動

に目的をしっかり持っている二人は口をそろえて教えてくれました。 

 これから活動を始める人へのアドバイスは、「とにかくやってみるこ

と。分からないから不安だし躊躇（ちゅうちょ）しがちだが、本を読み

たかったら読めばいいし、それと同じようにやりたいと思えばとにかく

やってみて。（自分に）あわなければそれはそれ。」 
 
♪最後に二人に座右の銘などを聞きました♪ 
 加藤さんはインターネットで見つけた言葉「やりたいことはできるこ
と、出来ないことはやりたいなんて思いつかない。やりたいと思った

瞬間もうそれは出来ること」そのときの自分にぴったりで鳥肌もん

だったそうです。 

「相田みつを」が好きだという田中さんは「（目立たなくても陰から）

いろんな人の支えになりたい」とその生き方を踏まえて話してくださ

いました。 

 

 気になる「彼氏は？」の問いに「そんなものは全然いません。」だっ

て！お忙しいお二人。お時間ありがとうございました。これからの活

躍にも期待しています。 

○クイズの答え 

 

ごらんの通り答えは②です。①もあり？！ 

 

正解者は自己申告で市民活動センターまでお知ら

せください。先着３名までスタッフによる組体操写真

をお送りいたします。 

今月の表紙は 

 

現役女子大学生の２人 

 

「加藤あすみ」さん（右） 

「田中 翔子」さん（左）です。 

加藤さん（一番町）・昭和５９年４月生 

おひつじ座のＡ型 

田中さん（砂川町）・昭和５９年７月生 

蟹座のＡ型 

 

将来の夢は二人とも「介護の仕事に就

きたい！」とのこと。 



       ●情報をお寄せください！★みなさまからのご意見・掲載情報をお待ちしています。詳しくは電話またはメールにてご連絡ください● 

まちネタ★ひとネタ・・・・めざせゲートボールの地区優勝！あすなろ会がサポート！ 
このコーナーでは、このまちのあれこれについてネタを提供します。 

まちの中にはけっこういろんな出来事が・・。 

＞＞ここを目標にがんばってきた！ 
     毎週金曜日の午前中、地域の方とゲートボールで交流を行っている福
祉作業所がある。ここは民家を改修した大変古い建物。目の前には新しく

できた富士見町１丁目団地。その団地にお住まいの方々でつくられた老

人会「あすなろ会」の方々と交流が始まったのがこの１年ほど。ご近所同士

のつきあいの大切さを知っている有志の方が、ボランティアとして富士見作

業所に声をかけてくださったことから始まった。「とかく障害をお持ちの方は社

会との接点が薄くなりがち。これでまた一歩、作業所の外に出ていく場所が

頂けた」と。作業所の職員である増岡さんはうれしそうに話してくださいまし

た。 

   そんな作業所にまた「あすなろ会」からのプレゼントがありました。そうで

す！立川市ゲートボール大会への出場です。なんと一般の選手と同じく地区予選を戦い抜きます。 
＞＞「すごいじゃないの！」 
   出場が決まり練習にも一段と意欲を燃やして練習してきたメンバー。しかしなみい
る強豪を相手に成績は３戦３敗と惨敗、惜しかった３回目の対戦後には作業所のメ

ンバーも泣き出してしまいました。予選リーグ敗退だったが、トータル得点は２８点を

マークしました。「初めての参加でこれだけ頑張ったのだからすごいことよ！」と真剣に

頑張ったメンバーに優しく声をかけてくださる「あすなろ会」のみなさまが印象的でした。 

 
そんなゲートボールの練習に参加してみませんか？ 

  毎週金曜日の午前中、練習の時間があります。一緒にゲームを楽しんでくださるボランティアの方大募集中! ルー
ルが分からなくても大丈夫! 「あすなろ会」の皆様がやさしく教えてくださいます。 
 また通常の作業所でのボランティアも随時募集中です。 
  ●連絡先   富士見作業所 担当:増岡・小林  tel/fax ０４２－５２２－６９５０ までご連絡ください。 
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★ 国立音楽大学と東京ガスの社会貢献 ★ 

 「ふれあいミュージックフェスティバル」をご存じですか？「福祉」のイベントのイメー

ジが強い方がいらっしゃるかもしれないですが、実は誰でも無料で聴きに行くことが

できます。場所は立川市柏町にある「国立音楽大学」です。この講堂は国立音

楽大学に通う学生のために造られた建物。一般の方を招いてのコンサートは行わ

れていませんでした。しかし地域にせっかくの貴重な資源を還元していこうと大学内

外の有志が声を上げ実現に至りました。そのきっかけとなったのがこの「ふれあい

ミュージックフェスティバル」のコンサートでした。 

★ ずぶぬれになりながら女子大生もがんばった ★  

 今年はこれに先駆けて「プレコンサートがやってきた！」と題したミニコンサートを市内各地で行ってきました。より市民

のみなさまに近いところで音楽を聴いて欲しいと雨の日も負けずにボランティアが作り上げてきました。そしていよいよ本

番をまもなく迎えます。ぜひみなさまお出かけください。もし良かったらそんな学生に一声かけてあげてください。 

■ 無料整理券の入手方法は・・・■ 
入場は東京ガス（株）多摩支店の協力により無料ですが、整理券が必要となります。往復はがきかＦＡＸにて「ふれあいミュージックフェスティ

バル希望」を明記して、①お名前②ご住所③お電話番号④必要枚数を忘れずにお書きの上、下記までご送付下さい。 

東京ガス（株）多摩支店 〒１９０－００２１ 立川市曙町３－６－１３ ＦＡＸ ０４２－５２３－５９２０ 

 もしくは、市民活動センターたちかわまでお送りください。 

 

 ――――詳しくお知りになりたい方は市民活動センターたちかわまでお問合せください。   

パイプオルガンはオブジェのよう 

 

 ～秋こそ秋らしく始めましょう！～ 

順番を待つメンバーたち 



◆たましん NPO事業支援ローン 

 コミュニティビジネス応援します！ 

★POINT１ 年利１％（平成１５年６月２３日現在） 
（国または地方公共団体等からの受託業務に関するつなぎ資金は、固定

金利年１．０％その他は固定金利年３．０％を上限） 

★POINT2 担保不要 
○対 象：地域性･社会性があり、安定した事業収入が

ある、 

  もしくは今後事業収入が見込める特定非営利活動法

人 

○使 途：運転資金または設備資金 

○金 額：１法人あたり500万円以内（10万円単位） 
○期 間：５年以内 

  詳しくはホームページ･店頭又は担当営業係まで  

  多摩中央信用金庫  
  http://www.tamachuo.co.jp/npo.html 
 

◆“世界に飛び出せ！立川っ子”～異文化体験をした学

生とのふれあい交流：聞こう!語ろう!楽しもう!異文化体験～ 

 中高大生を対象に異文化体験談およびディスカッショ

ンを行う。ゲ-ﾑもあり。 
○日 時：9月13日（土） 14：00～15：40 
○会 場：立川市女性総合センター・1階健康サロン 
○対 象：市内および周辺在住の中高大生 

                  （大人・小学生も歓迎） 

○参加費：無料 募集人数：40名 
○募集方法：予約制 

 （ｆａｘ又はｅ‐ｍａｉｌで氏名・年齢（学年）をお知らせ下さ

い） 

○問合せ・申込み：ＮＰＯ法人たちかわ多文化共生セン

ター  

 （ＴＭＣ）事務局ＦＡＸ042-527-0310 
  E-mail：tmc@poppy.ocn.ne.jp 
 

◆全国一斉相談会のお知らせ 

 「成年後見、遺言、相続、介護保険などの相談会です!」  

 （社）成年後見センター、リーガルサポート東京支部

は、東京司法書士会と共催により、下記の日程により、

全国一斉相談会を開催致しますので、お知らせしま

す。 

○日 時：9月23日（火） 10：00～16：00 
○開 場：立川市民会館（アミュー立川） 

○共 催：東京司法書士会三多摩支会 
      （福）立川市社会福祉協議会 

○申込先：東京司法書士会三多摩支会 

         電話０４２－５２７－１９１９ 

 

◆養育家庭制度30周年記念事業 

 講演「偶然の家族～血縁から結縁へ～」落合恵子氏 

 対談「いま、家族のあり方を問う」落合恵子氏・汐見稔幸
氏 

○日 時：9月25日（木） 13：00～16：00 
○会 場：東京都児童会館ホール（渋谷駅下車徒歩７

分） 

○参加費：１０００円（定員４００名） 

         保育あり事前に予約が必要（定員２０名） 

○問い合せ・申し込み先 

  東京都養育家庭支援センター  

  電話 ０３-５２７２-３１８５ ＦＡＸ０３-３２０５-７１５８ 
 

◆あなたの作品大募集！！ 

 精神障害者社会復帰施設「棕櫚亭」の活動を地域で

サポートし、また精神障害への理解を広げようという目的

の「棕櫚亭賛助会」が11月に行われる「くにたち市民祭」
において複製画等の販売を行います。販売作品は、み

なさんから作品をご提供いただき、はがきサイズ等に複

製し、マットや額縁等に仕立てて、販売する予定です。多

くの方の作品提供のご協力を御願いします。 
○募集作品：水彩・油絵・ちぎり絵等何でも結構です。 

○提出期限：９月３０日 

○申し込み：随時早めに御願いします。 
○問合せ先：棕櫚亭Ⅰ（担当：みつくぼ）  

  電話０４２－５７６－６７８３  FAX０４２－５７６－６７８
９ 
  email: daiichi@shuro.jp  
 

  情報コーナー■ 
  ～イベント・講習・講座・ボランティア情報など～ 

●情報をお寄せください！★みなさまからのご意見・掲載情報をお待ちしています。詳しくは電話またはメールにてご連絡ください● 

このコーナーは、市民活動やボランティア活動に関するイベント等の情報を毎月掲載しています。またこのコーナーへ掲載す

る情報も随時募集しています。掲載ご希望の方は毎月２０日ごろまでにご連絡ください。 

ここに掲載されている情報の詳細に関して

は、直接主催団体にお問い合わせください。 

●   ●   ●   イベント・講習・講座   ●   ●   ● 
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◆「ＮＰＯ法人入門講座」 

 定款の作り方、会計、労務など、法人取得の手続きから

運営までの基礎を学ぶ講座をおこないます。 

○日 程  

９月１７日（水）「ＮＰＯ法人化の意味と申請の手続き」 

９月１８日（木）「ＮＰＯ法人と税務」 

９月１９日（金）「定款の作り方」 

９月２４日（水）「ＮＰＯ法人と労務」 

９月２６日（金）「ＮＰＯ法人と会計」 

１０月１日（水）「ＮＰＯ法人格取得後の手続きと義務」 

○時間：各回とも午後７時～９時 

○対象：ＮＰＯ法人格取得を検討している、または、法人

取得 

  後まもないボランティア市民活動団体の方。 

●情報をお寄せください！★みなさまからのご意見・掲載情報をお待ちしています。詳しくは電話またはメールにてご連絡ください● 

●    ●    ●     ひと・モノ・募集    ●    ●    ● 

◆移送サービスの運転ボランティア募集 

  ホームの車両または運転ボランティアさんの車両を利

用して高齢者の通院や在宅サービスの利用時の運転を

してみませんか？ 

○問い合せ：高齢者総合福祉施設 至誠ホーム 

  〒１９０－００２２ 立川市錦町６－２８－１５ 

  電話 ０４２－５２７－００３５（担当：佐藤・影谷） 
 

◆バザーのお手伝いボランティア募集 

  １０月４日（土）に行われるバザーを手伝っていただけ

るボランティアを募集しています。模擬店や売り場、お遊

びコーナー、お楽しみくじ、会場整理、利用者の付き添い

等。 

○募集人数：約１００名 

○問い合せ：高齢者総合福祉施設 至誠ホーム 

  〒１９０－００２２ 立川市錦町６－２８－１５ 

  電話 ０４２－５２７－００３５（担当：佐藤・影谷） 
 

◆ＩＳＯ９００１取得モデル事業所募集 

 福祉サービス事業所にも外部の客観的な評価を受ける

ことを義務づける方針が打ち出されました。私たちはＩＳＯ

９００１を無理のない予算でコンサルタントサービスが利

用出来るようにＮＰＯ法人を設立準備中です。今回は交

通費などの実費のみで認証機関の認証取得までお世話

をするモデル事業所を一カ所募集いたします。 

○選 考：地域・経営的背景・規模などを考慮して決めさ

せて 

        いただきます。 

○連絡先：ＮＰＯ設立準備団体 福祉サービス事業者マ

ネ 

  ージメントシステム導入支援の会（仮称） 

  三多摩代表 増井邦夫  電話０４２－３８７－６４５０ 

 

◆福祉サ－ビス事業者マネジメントシステム導入支援の

会（仮称）協力者募集 

  私たちの団体はＩＳＯ９００１を熟知した民間企業の経

営者、特にリタイアしたベテランの能力を結集して福祉事

業者に無理のない予算でコンサルタントサービスが出来

ることを狙っています。 

○募集対象：東京または神奈川在住で、ＮＰＯの経営に

参 

  画（経理、ＩＴ技術、営業など）する意欲のある方 

○連絡先：ＮＰＯ設立準備団体 福祉サービス事業者

マネ 

  ージメントシステム導入支援の会（仮称） 

  三多摩代表 増井邦夫   

  電話０４２－３８７－６４５０ 

 

◆プール活動・レクリエーションのボランティア募集 

  どんな重い障害を持つ人でも、他の人々と同じように

普通の生活が出来たらいいなという思いからいろりんが

始まりました。 

○募集内容  

①プール活動  主にプール内での見守り支援、荷物

の管  

理など。そして一緒に泳ぐだけでなく、水を楽しめるよう

な運動もして行ければと考えています。  

  毎週月曜日or水曜日 ９時～１２時 
②レクリエーション  主に公園、動物園、ボウリング、

バーベキュウなど利用者と一緒に遊んで楽しめる人を

希望します。 

  ２ヶ月に一回 主に木曜日 ９時～１７時 

○連絡先：いろりん（担当：中元・島崎・後藤） 

  〒１９０－００２２ 立川市錦町５－２－１８ 

  電話・ＦＡＸ０４２－５２６－１２７９ 

 http://www.irorin.com Ｅｍａｉｌ：mail@irorin.com 
 

◆第９回 福生学園・福生あらたま寮開設記念 

 学園祭ボランティア募集 

 舞台出し物、武州唐獅子太鼓、お神輿、喫茶コー

ナー、模擬店、バザーなど盛りだくさんのプログラムを

行います。 

○日 時：平成１５年１０月１９日（日） 

        １０：００～１４：３０雨天決行 

○場 所：東京都福生市熊川１６００－２  

        福生学園内特設会場 

○問い合せ先：福生学園（小林・三田村） 

        電話 ０４２－５３０－６９３６ 

 

◆身障者とボランティアでディズニーランドへ行きましう！ 

 ボランティア募集 

  愛のつどい実行委員会は、ディズニーランドで身障

者とボランティアが楽しく過ごせる時間を１年に１回もう

けております。 
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●情報をお寄せください！★みなさまからのご意見・掲載情報をお待ちしています。詳しくは電話またはメールにてご連絡ください● 

       

 

 

９／１から市民活動センター助成金の応募がはじまります（７ページ参照）。 

毎回、さまざまなグループが申請してくださいますが、申請書類や受付時の会話の中から、グループの運営

状況が浮かび上がってきます。「会計の人しか財政を把握してなくて・・」「今までいただいていた助成金が

なくなってしまったら活動は続けられない」中には、「今、会にとって助成は必要なんだけど、申請書を書くの

が難しいから申請できない」という声も。もちろん、お金ありきの活動ではないのですが、活動の基盤を持つ

ためにも今一度「お金の活用」を考えてみませんか？ 

  

トピックス ● 団体にとっての助成金とは？ 

◆ザ･ボディショップニッポン基金 
 環境問題や社会問題に対して実践的でコミュニ

ティに根ざした活動に取組んでいる人たちを応援す

るために助成をいたします。 

○助成対象となる活動 

 1 ）人権擁護にかかわる活動 
 2 ）環境保全にかかわる活動 
 3 )化粧品、トイレタリー業界における動物実験反
対、 

   絶滅の危機に瀕する動物の保護活動など動物
保 

     護にかかわる活動 
○応募資格 

助成の対象となる活動を継続的におこなっている団

体または個人 
○応募締め切り 

2003/9/13（土）※締め切り当日の消印有効 
○応募方法 

下記までお問合せください。 詳しい募集要項、応
募用紙をお送りいたします。 

〒102-0094 東京都千代田区紀尾井町3-6  
   紀尾井町パークビル4Ｆ (株)イオンフォレスト  

●    ●    ●    助成金情報   ●    ●    ● 
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◆インターン募集  
  ＮＰＯ法人ハンガー・フリー・ワールドが行うバング

ラデシュ事業と広報事業の業務補佐のインターンを

募集しています。 

○期間：２００３年１０月～半年以上 

○条件：当会の活動に理解がある方。要パソコンスキ

ル（Ｗｏｒｄ＆Ｅｘｃｅｌ）他、詳細はお問い合わせください 

○待遇：無給（交通費支給：一日１０００円以内） 

○勤務時間：週３日 １０：００～１８：００ 

○勤務地：東京事務局（千代田区飯田橋） 

○応募方法：履歴書、志望動機を事務局まで郵送ま

たは 

  電子メールにて送付。書類審査後面接。 

○連絡先：特定非営利活動法人 ハンガー・フリー・

ワー 

  ルド（担当：米岡・吉澤） 

〒１０２－００７２ 千代田区飯田橋３－１１－２４笹岡ビ

ル３階 電話０３－３２６１－４７００  

「お金」は組織の運営を思いあぐねる絶好の機会 

市民活動センター

たちかわより① 
このコーナーの記事についての問い合わせは、市民活動センター

たちかわ（電話０４２－５２９－８３２３）までどうぞ 

「ＮＰＯってなに？」「私たちの団体はＮＰＯ法人化した方がいいの？」。 

ＮＰＯ法人化の意味やメリットおよび手続きの方法を知りたい方のための講座です。 

すでにＮＰＯ法人としての活動をしている方々から「法人化してからの声」も聞けちゃいます！ 

 

【日  時】  平成１５年１０月１１日（土）午後２時～４時３０分 

【会  場】  国分寺市立本町・南町地域センター    国分寺市南町3-21-1（国分寺駅南口下車徒歩３分）℡ ０４２（３２６）１７００ 

【プログラム】 第１部 講演「「NPONPOって何？～法人化の意味と手続きについて」って何？～法人化の意味と手続きについて」   

                    東京ボランティア・市民活動センターNPO法人相談担当 熊谷 紀良 さん 

        第２部 パネルディスカッション｢法人化、これまで｢法人化、これまで・これから｣これから｣ 

            NPO法人 桔梗の会代表 室川 美智子さん  NPO法人 高齢社会の食と職を考えるチャンプルーの会代表 紀平 容子さん 

        第３部 フリートーク「ほんとはどうなの？」こんなこと、あんなこと、ぶつけ合う時間としましょう 

【定  員】  70名（申込み先着順）  【参加費】  ５００円消費税込（資料代等） 

【申込み・問合せ】  市民活動センターたちかわ ＴＥＬ０４２－５２９－８３２３ ＦＡＸ０４２－５２９－８７１４ 

 

NNNPPPOOO 入入入門門門講講講座座座   
～～～NNNPPPOOO 法法法人人人のののぶぶぶっっっちちちゃゃゃけけけ話話話をををきききいいいてててみみみたたたいいい！！！～～～



市民活動センター

たちかわより② 

このコーナーの記事についての問い合わせは、市民活動センター

たちかわ（電話０４２－５２９－８３２３）までどうぞ 

★☆★ 市民活動センター助成事業 応募説明会開催 ★☆★ 
 市民活動センターたちかわではNPO・ボランティア・市民活動等を行っている団体が、その活動をより主体的
に、かつ円滑に行えるよう支援し、誰もが暮らしやすいまちづくりに寄与することを目的として助成を実施いたし

ます。 

■ 助成内容 グループの事業費および機材購入費 

■ 応募資格 原則として立川市内に拠点を置くNPO、ボランティアグループ、市民活動団体で５人以上の会員
等で構成されている団体。 

※ 助成内容・条件などがございますので別途お問い合わせください。 
■ 説明会 今回の募集に際しては説明会を開催いたします。可能な限りご出席をお勧めいたします。 

（説明会日程）９月６日（土）１０：００～ ９月９日（火）１９：００～  各回とも３０分程度 

■ 説明会会場 立川市総合福祉センター２階 ボランティアルーム 

■ 助成金申請締め切り ９月２０日（土）（必着） 

●情報をお寄せください！★みなさまからのご意見・掲載情報をお待ちしています。詳しくは電話またはメールにてご連絡ください● 
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■◇■ＮＰＯ法人相談を開催します■◇■ 
  ●ＮＰＯ法人設立ガイダンス 
ＮＰＯ法人の設立に関心のある方むけです。 

ＮＰＯ法の解説・法人化の意義・設立のために必要な事務など。事前にご予約ください。定員２０名。 

 ○ ９／１０（水） １９：００－２１：００    会場：立川市女性総合センター・アイム５Ｆ第１学習室 

 ○１０／２９（水） １９：００－２１：００    会場：立川市女性総合センター・アイム５Ｆ第１学習室 

 

 ●ＮＰＯ・ボランティアのための団体運営ノウハウ相談 
実際にＮＰＯ法人として活動している団体が非営利団体の運営（会計や書類づくり、仲間づくり）について 

個別にご相談にのります。事前予約制です。簡単なご相談内容をお知らせください。（一団体１時間以内） 
 ○ ９／１７（水）１９：００～２１：００ 会場：立川市女性総合センター・アイム５Ｆ第１学習室 

 ○１０／２２（水）１９：００～２１：００ 会場：立川市女性総合センター・アイム５Ｆ第１学習室 

                協力：市民活動サポートセンター・アンティ多摩 

▼△▼ 立川市第2次基本計画策定「市民会議」にご応募を ▼△▼ 
 立川市では、平成１７年度から２１年度までの５年間の市政運営の基本となる、立川市第2次基本計画の策定

にあたり、市民参加による「市民会議」を設置して、市民の参画、協働を図り、その提言をまとめていただこうと計

画しています。「市民活動センターたちかわ」では、この市民会議の運営や基本計画への提言のとりまとめなど

を、立川市と市民会議の中間にはいって、ワークショップ手法などを交えながらお手伝いをさせていただきます。

募集内容は、次の通りですので、みなさんご応募ください。 

■ 応募対象 平成１５年４月１日現在、立川市内に在住、在勤、在学されている１５歳以上の方 

■ 定員 ９０人程度  ■ 謝礼 記念品  ■ 保育 必要に応じて実施 

■ 委嘱期間 平成１５年１０月から平成１７年３月 

■ 市民会議予定日 平成１５年１０月４日（土）・１８日（土）これ以降は未定。 

■ 申し込み方法 平成１５年９月１８日（必着）までに、住所、氏名、年齢、電話番号、性別、職業と、「基本計画へ

の提案」～あなたが５年後にこうあってほしいと思う立川市の姿を1千200字程度を書いて、郵送または直接持参、ファック

ス、メール（添付ファイルで作成するものに限る）で下記へ 

■ 問い合わせ 立川市錦町３－２－２６ 立川市役所内企画課 ℡５２３－２１１１内線２５３、FAX５２１－２６５３ 

○★○ 保育のボランティア募集 ○★○ 
上記の市民会議時、別室にて子どもの保育をしてくださる方を募集しています。 

ご連絡は市民活動センターたちかわ ０４２－５２９－８３２３まで 



立川市社会福祉協議会・あいあいステーション(伊勢丹６階ハートフルステーション内） 
市内各公民館・図書館・福祉会館・学習等供用施設 

フレンド書房・ミスタードーナツ立川南口店・セイフー立川若葉店・モスバーガー立川高松町店 

ローソン若葉町一丁目店・トヨタ西東京カローラ立川富士見町店 

東京ボランティア・市民活動センター 
＊＊配布部数には限りがございますので、ご注意ください！＊＊ 

 

◆一部地域に新聞折込をしていただいてます◆ 

ＹＣ読売新聞立川北部サービスセンターさんのご好意により、読売新聞を 

ご購読の方は折込にて配布されます。（栄町・高松町・曙町の一部） 

 

●情報をお寄せください！★みなさまからのご意見・掲載情報をお待ちしています。詳しくは電話またはメールにてご連絡ください● 

■『市民活動センター★たちかわ通信』を常設しているところ（下記の場所で受け取ることができます）■ 

編集後記● 
 ９月ですから、防災のお話が色々なところでされると思

います。皆さんの地域はいつですか？市民活動セン

ターでも防災に関心を持っています。地震発生後に、ま

ず駆けつけてくれるのは「ご近所さん」。ご近所付き合い

が少なくなっている町のことを考えると、少し心配になり

ます。小さい規模でも実施できる防災の取り組みを考

案中です。ラクで楽しくて、臨場感があって、その後で人

間関係が豊かになるような。開発できたらご紹介しま

す。                           （は） 交通アクセス：ＪＲ立川北口駅より徒歩１５分、ＪＲ西立川駅よ

り徒歩８分。くるりんバス『総合福祉センター前』下車徒歩０分 
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●○● ホームページ参加団体募集 ●○● 
市民活動センターたちかわの独自ホームページが開設されました。 

ＵＲＬは http://act.annex-tachikawa.com です。  
あなたも市民活動情報をＷＥＢで発信しませんか？ 

トップページにはあなたの団体の様々な情報を掲載できます。 

・ボランティア募集 

・講座を行います 

・バザーを行います 

・リサイクル品情報 

         などなど。 

（試作段階ですので内容等

変更になる場合があります） 

 

 また非営利活動を行う団

体には簡易なページを無料

で提供しています。詳しくは

お問い合わせください。 

 

 

  この部分に更新した情報

が掲載されます。 


